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ごあいさつ

近年、学術情報は急減に増大し、学術研究の情報依存性もますます高まっております。

このような状況をふまえて昭和55年T月に行なわれだ学術審議会の「今後における学術情

報システムの在り方についてJの答申以来、学術情報システムの早期実現ガ強く要望されて

きましだガ、今回文部省当局はじめ関係者各位の御尽力により、その中枢機関となるべき

学術情報センターが国立大学共同利用機関として設置されだものであります。学術情報セ

ンターは、研究者の学術研究の環境整備を目指すもので、当面次のような事業を行うもの

であります。

第刊こ、全国の大学等の図書館の協力を得て、その所蔵する図書及び雑誌の目録システ

ムデータベースを構築することであります。これは図書館に設置された端末機を通じて行

うオンライン目録作業によって、図書館業務の情報システム化をも支援する一方、目録シ

ステムデータベースと、図書及ひ．雑誌の相互貸借システムとを結合することによって、こ

れらの一次情報の迅速かつ育効な利用を可能とするものであります。

第2に、自然科学、社会料学、人文料学の広範囲な領域の研究者や学協会の協力のもと

に、オリジナルな学術データベースを形成するとともに、既成の多様なデータベースのう

ち学術研究にとって育用なものを導入して広く検索サービスを提供することであります。

学術研究の先導性からみて、これらのデータベースには高度の専門性の放に市場性の乏し

いものや、複雑高度の情報構造を備えだものも多いのでありますが、これらを遅滞なく構

築、提供できなくては、我ガ園の学術の発展は望めません。これらのデータベースは、上

記の目録システム、相互貸借システムと連係することによって、二次情報による文献模索

から始まって、一次情報の戸クセスに到る一貫し芝サービスの提供を可能とします。

第3に、全国の大学等の図書館や計算機センターなどを結ぶディジタル・ネットワーク

を構築・運用し、広く研究者に対し種々の情報資源への戸クセスや、電子メール、フ戸ク

シミリなどを含む多様な形態による情報の授受の便宜を提供することであります。

第4に、学術情報システムの円滑な発展と運用を目指して計画を推進するとともに、シ

ステム内外の関係機関とつねに連絡・調整につとめることによって、広く研究者の二一ズ

に応えることであります。

第5に、学術情報及ひ．学術情報システムにかかわる研究開発を推進することによって、

その成果を学術情報システムのサービスに反映させるとともに、この分野における基礎研

究の発展に貢献することであります。

そして最後に、学術情報システムの諸業務にだずさわる専門職員や利用者等lこ対して、

適切かつ多様な研修の場を提供するとともに、広く研究者との意見受換を通じて、学術情

報システムの普及発展に寄与することであります。

発足後間もない学術情報センターにとって、これらの事業の多くは、その緒についだば

かりですガ、センターの情成員一同は全力をあげてその推進に努める所存であります。

今後とも関係各位の一層の御指導と御支援を切にお願い申上げる次第であります。

昭和61年ア月 学術情報センター所長猪瀬 博



q 沿革 ［ 

今後における学術情報システムの

在P方について

(lf .》

...・・ .

学術審議会第3次答申（学術振興に関する当面の基本的施策〉において、基本的施
策の提案として、「学術情報の涜通体制の改善について」指摘 昭和48年10月羽田

東京大学情報図書館学研究センター発足 51年5月刊日

東京大学情報図書館学研究センターニュース創刊（文献情報センターニュースの前身〉 53年3月1日

昭和53年度図書館情報学セミナ一前期開講（文献情報センターセミナー
の前身、昭和47年6月第1期開講、以後、年2回開催） 53年5月8日

特定研究「大学図書館における情報処理トータルシステムの開発」開始 53年7月ア日

OKITAC-50/model 40導入 53年7月刊日

文部大臣から学術審議会に対して「今後における学術

情報システムの在り方について」諮問 53年竹月28日

第T回情報図書館学シンポジウム開催（文献情報センターシンポ

ジウムの前身、以後6月、 12月の年2回開催〉 53年12月2日

学術審議会「今後における学術情報システムの在り方について」答申 55年1月29日

学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編データベース編集事業完了 55年4月7日

文部省、学術情報センターシステムの開発調査開始（以後、昭和58年度まで継続） 55年5月

学術雑誌総合目録欧文編アータ更新事業開始 55年6月20日

学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編（1980年版〉刊行 55年8月25日

学術雑誌総合目録個別版磁気テープサービス開始 55年竹月何回

「学術雑誌総合目録人文・社会制学欧文編変遷マップ」刊行 56年7月25日

56年10月31日 学術雑誌総合目録和文編新版データベース編集事業開始

57年3月刊日 学術雑誌総合目録欧文編1982年補遺版データベース編集事業完了

57年3月30日 「東京大学情報図書館学研究センタ一紀要」創刊

57年7月20日 学術雑誌総合目録データベース・オンライン模索システムTOOL-ULP公開

58年 1月25日逐次刊行物目録規則研究集会開催

58年4月T日 「情報図書館学研究センター」ガ改組転換され、「文献情報センター」となる

58年6月2日 学術雑誌総合目録利文編本調査開始

58年9月4日機種選定終了CHITAC M-280H) 

58年12月2日 第T回文献情報センターシンポジウム開催

59年2月25日 筑波大学大塚地区E館にハードウ工戸

CHIT AC M-280H）鍛入

59年4月1日筑波大学大塚地区E館へ移転、組織・機情を革大して

新発足

59年4月刊回全国共同利用施設となる

59年7月7日 文献情報センター開所式挙行

59年12月21日 東京工業大学を皮切りに接続開始

60年8月20日 「東京大学文献情報センタ一紀要」創刊

61年4月5日 東京大学文献情報センターを改組革充して学術情報センター発足

2 



I 2.組織・機構 l 

学術情報センターは、国立大学共同利用機関として、国

立学校設置法施行令第ア条の2に、「学術情報の収集、整理

及び提供並びに学術情報及び学術情報システムに関する総

合的な研究及び開発」とその目的ガ記されている。事業及

び研究開発として次のものがある。。学術情報システムの計画・連絡調整 2) 学術情報及

び学術情報システムに関する総合的な研究及び開発 3) 

図書館等による一次資料〈学術図書・雑誌等〉の体系的・

網羅的収集に対応して、図書・雑誌の目録・所在情報の形

成及び迅速・的確な提供サービス 4) 二次情報（書誌、

抄録、数値、画像等〉の迅速・的確な提供サービス 5) 

データベース形成の促進 6) 教育・訓練等

次に昭和61年度の組織図を示す。

総務係

｜総務課長 ｜
会計係

共同利用係

研修・資料係

システム管理係

システム業務係

ム ｜ Lネットワー
データベース課長

「 企画係

データベース形成係

目録情報係
l所長 ｜

1 ・・事

K
 

E
 4

 

E
 

－
 

B
 l

 

’
 1

 ．
 

「一情報図書館学研究部門

学術情報研究系 ｜ ｜ 

研究主幹 卜－十一情報管理学研究部門

｜ 〈教授・併任〉 ｜ 

」ーデータベース研究部門

｜研究開発部長 II 

｜ 「ーシステム工学研究部門
〈教授・併任〉 ｜ 

システム研究系

研究主幹

運営協議員会議 ｜ 〈教授・併任〉

ネットワーク工学研究部門

市

I＇”7 

晶・， I

〈昭和61年4月5日現在〉

職 員 人 数

所長

司． 管理部

事務官、技官 17 
研究開発部

＋ 

司ト 教 授 4 
‘f 助教授 5 －・... ., 

助手
'[ 

総 数 28 ’R 

3
 



l窓護観驚賎翠悲読ま鶴 ！？？小十戸

学術情報システムは、人文、社会、自然料学の全分野の

学術情報を対象とし、全国の国公私立大学の参加のもとに、

学術情報センターを中山に、大学の大型計算機センター、

情報処理センター、図書館、園立大学共同利用機関等をコ

ンビュータとデータ通信網で結合し、大学等の研究者ガ必

要とする学術情報を迅速・的確に提供する、全国的、総合

的な情報流通システムである。これはまだ、大学外の民間

や諸外国の情報システムともリンクして、大学外の研究者

への情報提供も可能とするものである。主要な機能・サー

ビスとして次のものがある。

1 ）全国の460に達する大学の図書館ガ所蔵する図書約T億

4千万冊、及ひ・190万種の雑誌の目録・所在情報データベー

スの形成とその迅速・的確な提供サービス

2）大学、国立大学共同利用機関等で生み出される多様な

研究成果、数値データ、画像情報等のデータベースの形成

と模索サービス

3）高度な学術情報の流通に最適なハードウ工戸の開発、

情報の管理・データベースの形成、電子図書館等の研究開

発等総合的な研究開発

4）他の情報システムと結合して、大学の育する先駆的、

独創的な情報資源の、民間や国公立試験研究機関などの研

究者への提供サービス

5）諸外国の情報ネットワークと接続の上で、我ガ園の大

学等の研究者の研究成果の海外への紹介

4 

オ．端末機からのシステムへの戸クセス

2.特殊データベースサービス

3.一般的計算機能

4.特殊ハードウ工戸・ソフトウ工戸

各大学等の情報

処理センター等

研究者

システムへの戸クセス

2.特殊データベースサーピ

1.データベースの検索

2.特殊データベース形成



大学外及び諸外国の

研究者・研究機関（他

の情報流通システム

等とリンク〉

学術情報センター

オ．計画・連絡調整
一一 2.学術情報の研究開発

円1DIロI..';)3.一次情報の収集・提供
(JI I「14.情報模索サービス
ー， 1- I 15.データベース形成

6.教育訓練等

データ通信網

オ．データベースの模索

2.特殊データベース形成

分野別外国雑誌センター

1.一次情報の収集・提供

2.目録・所在情報の形成

オ．情報模索の窓口

2.一次情報の収集・提供

3.目録・所在情報の形成

5
 



14学術情報ネットワークの形成
学術情報センターでは、研究者間での情報流通を促進す

るため、学術情報ネットワーク構築事業を行なっている。こ

れは高速ディジタル回線を使用して日本全国の大学、研究

機関を結ぶ研究者専用の情報通信ネットワークである。大

学計算機センタ一間コンビュータ一・ネットワークCN-1)

の墓盤通信路として、まだ大学図書館と学術情報センター

を結ぶ図書館ネットワークの通信踏として利用される。ま

だ全国研究者向けの学術情報データベース・サービスや電

子メール・サービスもこのネットワークを通じて行なわれ

る。現在、広い範囲の研究者に簡便に利用していだだける

よう、各大学のキャンパス内通信網 CLAN）との接続や、

国内外の他ネットワーク・サービスとの相互接続を推進し

ている。将来は高速ディジタル回線の特徴を生かし、画像、

フルテキスト、音声などを舎めだマルチメディ戸通信サー

ビスヘ発展することを検討している。

大学問コンピュータ・ネットワーク

九州大学

。

・大型計算機センター

⑨ 情報処理センター等

0 大学図書館

北海道大学

大阪大学

東京大学

／
 ／

 ／
 ／

 ／
 ／

g
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図書館ネットワーク 学術情報ネットワーク
61年度のネットワーク接続区間

（高速ディジタル回線〉

各大学図書館
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全国の大学等の研究者及び図書館に対しオンライン情報

検索サービスや目録所在情報サービス等を提供するだめ、

高性能のコンヒ。ユータ・システムガ必要である。このM-680H

を中山にしだシステムは、大規模データベース・サービス

の諸要求に応えられるよう構成されている。中央処理シス

テムは3系のM-680Hを複合させだ疎結合多重プロセッサ

である。 IDPC内蔵型テータベース・プロセッサ〉により、

高速のデータベース模索ができる。フコフィル・システムの

主体となるのは総容量320GBC1GB=10億バイト〉の磁気

ディスク装置群であり、大規模データベースの蓄積を可能

中
央
処
理

シ
ス
テ
ム

IDP 

端
末
・
入
出
力

シ
ス
テ
ム
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にしている。まだ半導体記憶装置 CICディスク〉や光ディ

スク等により、さまざまな種類のデータ蓄積ガ可能である。

端末系には、講習会等で利用できるよう、目録用蹴末を50

台備えている。外部サービスを行うだめのネットワーク・

システムには、モデム接続端末用のCCP装置に加え、パケ

g 

ツト交換網用のFE P装置があり、電話網、学術情報ネッ

トワーク、 NTT-DDX網など各種通信メデイ戸からの7フ

クセスに対応している。

N,, 
DDXJ大ケット主主換網



!6自録鵡末 I 

目録端末は図書館における目録作業用の端末として開発

された。センター内には、日立製作所製の目録端末ガ42台

設置され、講習会等に使用されている。主な仕様は、下記

の通りであるが、図書館での各国語の文献の目録作業のだ

・目立製仕様

基本となった蹴末装置：

日立製作所製T560/20PS
カナ漢字変換による日本語入力機能をもっイ

ンテリジエント端末。端末本体、キーボード

及び端末制御装置に改造を加えだ。

表示文字数

全角文字〈漢字）960字（40字×24行〉

半角文字（戸ルフ戸ベット〉

1.920字（80字×24行〉

使用ブラウン管

15インチモノクローム（緑〉

文字構成

全角文字 24×24ドット

半角文字 12×24ドット

・使用文字種

めに、弧張文字EXC、CExtended Character Set）という

特殊戸ルファペットや音標符号を、容易に入力できるよう

に設計されているのが特徴である。

分区 字体例
表

入力方式 備 考 種字数種 5sU 刀可

角

戸ルフ戸ベット a b C 
し

半

種

ω 英 記 号 ＃ キーボード中の対， 。CJ) 

力 ナ 7コイウ
角

応する文字を打鍵
hコ
~コ:) 

力ナ 記 号 " 
。

、

漢 字 亜以石 カナ漢字変換
主に和書に使用し

全ω 記 さC:ヲコ ヵ。※
Q ギリシ ャ文字 α β y 

角
コード入力

れト、ココ
ロコ キリル文字 a 6 B 

らーー一ーー

特 殊
0 B 

キーボード中の対 洋書の書名標題等
拡張

ま
‘戸ルフ戸ベット 附する文字を打鍵 を原綴で表記する

文 音標符号っき
半 キーボード中の音

ために使用する
字

戸ルフ戸ベット
a a ι 

E 標符号と戸ルフ戸
X 2戸重ル音フ標コ符フベ号ッっきト a Q 。角 ベットの複合打鍵
C 
文字 ．． 。 ～ 入力操作中に過渡

表示用音標符号
的に出現するだけ

¥...../ 

B 

1 2 

講習会室に設置され疋目録端末

nuu 

凋
叶
E

’



iア．図書館ネットワーク接続 ｜ 
学術情報センターの前身である文献情報センターでは、

目録システムを遠隔参加館からオンライン使用してい芝だ

く定め、下図のような2系統のネットワーク接続手JI慎を開

発、運用してき定。ひとつは大学問コンピュータ・ネットワ

ークCNーのを採用しだ接続手順であるが、漢字や拡張文字

(EXC）の通信機能のだめに、特にXNVT＊手順を開発しだ。

もう一方は小規模コンピュータによる接続のだめのVTSS判

手順である。どちらもユーザー側コンピュータにはUIP＊叫

が塔載され、高度な画面型マン－マシン・インタフェース

を堤供している。今後は一般ユーザー向けの模索サービス

にも、このような新しいマンマシン・インタフェースガ活

用されてゆくであろう。

学術情報センターコンビュータ

N-1手JI慎による接続

コンビュータ

I u I p I 

目録蹴末

（大規模コンビュータによる参加舘）

学術情報センタ一

目録システム

N-1×NVT 
プロトコル

VTSS 
プロトコル

（中規模コンビュータによる参加館）

？？ 

VTSS手順による接続

(IJ I規棲コンヒ．ユータによる参加館）

extended NVT 拡張NTVプロトコル
$窓 VirtualSc「eent「ansfaron TSS link 

TSS接続による仮想画面転送方式

＊傘• Use「InterfaceP「og「am



1 s.白録・所在情報サービス i 

オンライン目録システムは、数多くの図書館からの共同入

力・分担目録作業（sharedcataloguing）により、その成

果であり資源となる総合目録を維持して、全国的書誌謂整

を実現し、それによりオンライン総合目録を介して参加館

学術情報センター 大学図書館

＊＊ 

選書業務

｜ ロ寸置u問 J問 JI～ . 
選書リストの作成

1ロ統一互書名典！υ拠ト一一一「一→門哲JI 図書受入業務

図書目録
発注業務用データのとりこみ

システム

（＼，ι， ー之－通？イ巻J一k～掃e九，’j 
図書目録業務

分類表

件名表
L一一一一_ J カード・冊子体目録の作成

L怠
L-「

雑誌発注・受入／目録業務

／三

雑誌目録

システム

注〉＊ 情報検索システムは研究者向けサービスの一環でもある。

* * MARC(MAchine-Readable Catalogue機械可読目録〉

昭和例年6月現在でしC(BooksSerials等）， UK, CAN等

〈以上津書〉、JP,TRC（以上和書〉を提供している。

情報サービスの弘充を目指すものである。

この書誌調整機能は、｜ししシステムや情報検索システム

と連携して一次資料提供を迅速化する。

借

ム

貸

テ
互
ス

相

シ
相互貸借業務

情報検索
参考業務

12 



I g.目録システムの操作 （ 

オンライン目録システムは、画面型のユーザーインター

フェースを持ち、初期画面には選択できる9種の処理ガ表

示される。洋図書目録登録を例にとると、書誌データガ既

に図書書誌フ戸イルに登録されている場合、目録作業は画

面3で本を確認しだ後、Registerコマンドをいれて画面5

となり、必要な所蔵データを入力して終了する。典拠コン

トロール〈画面4）をはじめ、データの日質管理、一貫性保

1 .初期画面

2.洋図書書誌模索

3.洋図書書誌詳細表示

13 

持を実現するように構成されている。

ま芝、和雑誌目録検索を例にとると、書誌の検索までは同

様に行い、書誌詳細表示画面から LookupHoldingsコマ

ンドを入力すると所蔵検索ガでき〈画面6）、 LooKupFamily 

コマンドにより誌名変遷マップを表示させることか．できる

く画面ア〉。

4.著者名典拠詳細表示

5.洋図書所蔵登録

6.和雑誌所蔵模索・簡略表示

ア．雑誌変遷情報詳細表示



• 10. ファイル関連図 I 

オンライン目録システムは関係型データベースの上で作

動する。各フコフィルの主なフィールドとレコード間士の関

連をこの図は示している。図書・雑誌の書誌所蔵フ戸イル、

著者名、統一書名の典拠フ戸イル、所蔵館を記録し芝参加

組織フ戸イルなどからなっている。これらのデータベース

図書参照書誌フ戸イル 緋－－呂典拠参照フ戸イjレ‘

レコードID レコードID

ISBN 標目形

力ード番号 見よ参照

』＝戸P ’ ～ミミミ をも見よ参照

書名及び責任表示
注記

版

出版 ・頒布 民＝戸グ 「〈ミミ

形態的記述

シリーズ
注記

－－竺：：；.－－ 『 hミミミ
Tミ＝＝＝エ／

J1 、】＂

図書書誌フ？イル 統一書名典拠フ戸イjレ

.－ー レコードID r-+ レコードID

ISBN 標目形

~ ～ミミミ 見よ参照

書名及び責任表示
注記

版 民：：；：：：：：：，戸 r 「号、

出版 ・頒布

形態的記述
4ト をも見よ参照レコードID

注記

iヒ＝戸P ’ ～ミ、

I’・－ 親書誌レコードID

著者名典拠レコードID

統一書名典拠レコードID 』E・E・－ー同闘

図書所蔵フ戸イル

レコードID

形成のだめの参照フ戸イル群も、図書・雑誌の書誌ファイ

ル、著者名、統一書名の典拠フ戸イルガらなっているo デ

ータの良好な操作性を確保して、共同入力・分担目録作業

の実現とデータベースの一貫性を維持する。

著者名典拠参照フ戸イル 雑誌参照書誌フ戸イル

レコードID レコードID

標目形 ISSN 

見よ参照 ＿＿..－：；；；；，’ ～司、
ー＝＝＝＝ー’

をも見よ参照
書名及び責任表示

注記
版

番決 ・年月決
J そ：：：：－－－ 『号、

戸＝＝＝ー／ 出版頒布

形態的記述

シリーズ
注記

」，dヨー，， ～ミミミ
~ 

、，， ι 
著者名典拠フ戸イル 雑誌書誌フ戸イル

レコードID ・← レコードID 同・

標目形 ISSN 

見よ参照
J，ぞ：：：；；.－’ ～号、

ζ＝戸’
注記

タイトル及び責任表示

版b 五戸r ～ミミミ

巻次・年月次

をも見よ参照レコードID 戸寸．
出版 ・頒布

形態的記述

注記

』＝ダF ～ミミミ

親書誌レコードID ト4

著者名典拠レコードID

雑誌所蔵フ戸イル

レコードID
』．．．．． 書誌レコードID 参加組織フ戸イル 書誌レコードID 一

参加組繊レコードID ご レコードID - 参加組織レコードID

配置コード 名有l 配置コード

請求番号 所在地 一
一

一
γ~「

出ケー寸戸十一、オ

14 



~時模索サービス ｜ 
多様なデータベース ・サービスをめざしている。さらに、

情報検索の結果、研究者ガ、入手しだい原文献について、｜しし

システムにより図書館に直接複写申込みができるような統

合化サービスも計画している。

学術情報センターでは、研究者向けサービスの一環とし

て、大学等の研究者及び図書館を対象とする情報模索サー

ビスを昭和62年4月から公開 ・実施するべく、現在、シス

テム開発を行っている。抄録等の文献情報データベースば

かりでなく、将来的には、数値l情報 ・画像情報などを舎む
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.，情報模索サービスの現況

区 分 データベース名 内 f台,.., 
件 事良 サービス状況

津雑誌総合目録 学術雑誌総合目録敏文編 1979、1980、1982年版 9万誌、62万所厳 東大・大型計算機センターにてTOOL-ULPとして公開総合目録
和雑誌総合目録 学術雑誌総合目録和文編 1985年版 4万誌、 100万所蔵 昭和62年4月一般公開予定

II ' 

しCMARC Books 米盟議会図書館全国’誌（単行書〉 28万件／年., 
昭利62~4月からの一般公開サービスを目途として、シMARC LC MARC Serials 米国議会図書館全国．誌（雑誌〉 竹万件／年
ステム開発中. Japan MARC 園立国会図書館全国書誌 6万件／年

• I COMPENDE× 米国El；社発行、工学文献抄録集 11万件／年円司 -

東大・大型計算機センターのTOOL-IRシステムにて公開
ド 1・＇，，， El ENGINEERING MEETINGS 米国El社発行、工学会議録文献抄録集 10万件／年
～主J ””’・・ 噌－ －，，ーーーー・・・・・ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーー・・・ーーーーーーーー

ISTP & B 米国 ISI社発行、科学授術図書・会自慢録所収
14万4千件／年

文献型 論文・誌

データベース MathScl (Mathflle) 米国数学会発行、数学文献抄録集 3万5干件／年
回初62年4月からの一般公開サービスを目途として、シ

: le Vi ' Life Sciences Collection 米国ケンブリッジ科学紗録社発行、生命制学文献 ステム開発中
I' • I 

抄録集 12万件／年
、．‘

Harvard Business Review 米国ハ－，＇Tード大学HBR誌所収論文全文 120件／年

注〉なお、数値型データベースのサービスについて、日本経済新聞社発行のNEEDS経済統計データベースを当面の対象として、倹索 ・運用方式等の研究を進めている。
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112.学術雑誌総合目録データベース編集事業 ｜ 
学術雑誌総合目録データベースの編集事業は、情報図書

館学研究センター以来の事業であり、既に、学術雑誌総合

目録（学総目〉人文・社会料学欧文編1980年版と欧文編1982

年補遺版データベースおよび学総目和文編データベースを

完成させ、雑誌サブシステムにて供用している。まだ、現

在、欧文編新版データベースの編集を推進中である。

学総目データベースでは、雑誌名の変遷データを育効に管

理するだめに、「2項関係」的データ構造を導入しているo

これにより、冊子体目録に加えて、「誌名変遷マップ」と柿

する雑誌関連図を出力することガでき、利用者は求める雑

誌を刻率よく模索することができる。

収録所蔵 参加 利用・サ ー ビス形 態
編 別 調査時点 収録雑誌叡

データ数 機関数 冊刊行子体目録 個別版DB作成 オシスンテライムン横索 学シ術ス情テ報ムセンタ

8.1〔旧誌 1982年6月刊 TOOL-ULP 
欧 1982年補遺版 1980年8月現在 75.000件 489機関 30.143誌掲蹴 大学個別に詰 (Tokyo Univ. On-（新収分のみ〉 1.お3ページ 当の書誌 ・所 Line Union List of 

叩3上／o田下殴37年書到ベ臨日掲月ジ刊輯
蔵データをデ Periodicals) 

文
人文・社会科学

1978年8月現在 36.881誌 175.000件 355機関 ータベースガ 東大大型計算機セン
雑誌サブシステム初欧文編1980年版

ら抽出し、学 ターを通じて全国の
期データベースに利

1上r下.~o年巻0蹟3月掲刊眠
内所蔵目録な 大学図書館・研究者

用自然科学欧文編
1978年4月現在 38.600誌 373.000件 321機関 どを作成する に公開編

1982年7月～1979年版・
2.518ページ もの

既に152機関

：惜上~9中ヨ~年＇~下6ベ署酷3月掴ヲ刊輯
TOOL-ULP型の横和 文 編 1983年5月現在 40,237誌 979.必4件 623機関 にて実施
索システムを開発中

加0.000件 650機関 雑誌サブシスァム書
19筋年10月現在

100.000誌
1988年3月完成予定 誌・所顧データべ－欧文編新版

〈見込〉 （見込〉 〈見込〉
スを更新
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注〕＊国際医学情報センター編集の原版を再編成したもの。

・学術雑誌総合目録和文編データベース

誌名蛮遷マップ 0

冊子体の表示例。
誌名番号

書誌事項

誌名
責任表示

巻次・年月法表示

出版地、出版者

変遷注記

エルンテ （α'J02i弓053)

東京~蘭大~文乍書事掲途文..，.研究曾 No. 

{・ 4 （附5.7)-9 （昭7.6) ; 5巻1号（附8.I)-

8巻3・4号（附12.!) 

東京 ：疋社

（継続的詑： 山 （00226951)

継続後詑 独逸文穆（00155343)

（問変更 ：て元社開聞大相逸文

..，.研究室 ・東8際社一・伊画面書林 ・東京帯同人－

乍濁逸文学研究会

実Ji名 Ernte／／燭逸文患研究車lJt
弘大 4-8歓大 4-9;5-6 

’E大 ~ 8.’倹 （4-8) 国学僕 4-9;5-8 

昭女大近 ~8 ; (~ 8 ) 康洋大叫.4-9;5-8 

日：女大 （6).7-8 1'大 （HJ.
紙大 4-9/ ~ 7. (8）富大 5-7,(8〕金大 （6]

名大島一9;(6）安険大 4-9;5-8 

原敬大池 4-9;5-7, (8〕 伸険大 4-9;5-8 

天理大 4-9;(5）べ7).8 

祢略日

記

窓

示

記

注

ス

表

注

名

ピ

巷

般

誌

一

蔵

一

異

サ

所

るす関晴
一
割

.・大 4-9;5-8 

偉大 4-9;5-8 
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注）誌名番号は、縫おサブシステムの奮気レ

コードIDに対応する。 3;芝、所蔵巻表示

は、各著書加機関における文献複写等のサ

ービス窓口に対応する全館室の所蔵デー

タをまとめて示してある。



寸τ亨扇扇扇面政支編糊データベースの編集過程 ｜ 
う3段階で行われる。データの内容に立入つ定調査・点横

という編集の実質的部分は、専門編集員の努力に侯つべき

ものであるだめ、相当の人員と日数を要する。

終
結
掬
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
運
用

ー
邑

＼

／

ス

／

一
一
覧
べ
一

一
一
・
タ
一

一

～

一

～

／

＼

デ

＼

ι --

-『

査
月
関

坦
調
竹
機

関

年

印

機
回

6

加
和

参

昭

｜ 参加機関 I 
lデータベースl

650機関

｜ 参加機関 I 
｜データベースi

650機関

＠う

大
畳
一
括
更
新
の
た
め
の
ト
ウ
ー
ル
類

ax志・所薗データの点検・筏正と予備版等の作成

＋ 

自
丁

③出力

く〉

学総目欧文編既存版データベース
〈自然科学編，人文・社会料学編， 1982年補遺版〉

審議フョコイル l l JI 所蔵フココイル l l J/ 

92,000お ＼ Aζ 62万所蔵 ＼ 止乙

予備点倹と実験システムによるオンライン校正 ｜ 

＋ ＋  
雑踏サブシステム初期データベースとして供用

｜ 誌名変遷 ｜ ｜ 所蔵 ｜ 
lデータベースi lデータベース｜

9,932ファミリ－ 60万所蔵

17 

欧文編新版データベースの編集は、⑦編集者側における

既葎データベースの調査・点検に基く「予備版」の編集、②

参加図書館での所蔵の点模による所蔵データおよび追加・

修正書誌データの起票、③これらに基く総合編集作業とい

68,000ページ

・学総目欧文編新版データベース編集の流れ

↓ 
昭和60~10月現在での所蔵調査

昭和61年 3月配入用紙の回収

↓ 
回収データの点倹・校正による

書務データ，所蔵データの更新

↓ 
昭和62年不調分データの再点検

および確麗調査

↓ ・8志調聾， ai車・所蔵突合せ

による総合編集

↓ 
昭和63年3月編集完7予定

I ・2志 ｜ l蕊名変遷 ｜ 
iデータベースl lデータベースl

10万民

調査票・記入要頂等の配布

行’・JZ

’
 

録

T

，A
P
 

昭和59年12息

I a誌 l
lデータベースl

90.1401車

昭和60年9月



I 14.国際協力 I 

学術情報センターにとって国際関係は極めて重要である。

理由の第刊瓜今日の学術情報の流通ガ本質的にグロー

パルなものになりつつあり、それに対する我ガ国の役割の

－漏を担うことを通じて、学術情報センターが日本の学術

研究の進展に寄与するという明確な任務ガ存在するからで

ある。

諸外国の学術情報システムと情報を受換しお互いに熟知し

合うことが、相互の発展の芝めに不可欠だ‘からである。

以上の理白から学術情報センターは、諸外国の関山の的

としてそれに対応する一方、海外学術情報システムの謂査

を行なってきだ。往来の頻繁な主要対象地域・機関を図に

示す。

第2に、学術情報システムは我ガ国個育のものではない。

戸
,J 

'-) ) I 

＼、よ～ －，よ、、
＼η ・フランクフ）「ト v~~ 
、、

．パリ 『〉．カールスルーエ ， 

『h旬、ー旬、‘『圃』・

．シアトル
一・『一－～～ーーーー一一ー一一ーペ、‘

・4』、
、、

、、－ー～・4 ・＼

オリンピア ：WashingtonState Library (Western Library Network）＿ ，、
パロアルト ：：DIALOGInformation Retrieval Service; ,_r ¥_ 

スタンフォード ：ResearchLibraries Group; "・ 
サンノゼ ：CLASS; ＼、
ノ〈ークレー ：Universityof California, Berkeley；ロスアンゼルス ：SDCSearc 
ワシントン ：Libraryof Congress 
ベセスダ ：CambridgeScientific Abstracts 

( ：）...／ 『「‘

fよ♂トー.，－rウィータド
ペJ ’＼），）・f、._r"_J

コロ ンl'iス

コロンパス ：OCLC,Inc.; American Chemical Society Chemical Abstracts Service(CAS); 
フィラデjレフィア ：ISI;NF AIS; BIOS IS; N ewsN et ; 
ニューヨーク ：ColumbiaUniversity; EIC/ Intelligence Inc. ; Electronic Publishing 
Division, John 1九Tiley& Sons, Inc,; BRS Information Technologies; 
Engineering Information, Inc,(Ei); 
アンアーバー ：AmericanMathematical Society; 
トロント ：UTLASInternational Canada; Geac Computers International Inc.; 
University of Toronto; University of York; 
オタワ ：NationalResearch Council of Canada, Canada Institute for Scientific and 
Technical Information; National Library of Canada; 
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I 15教育・広報活動 I 

教育・広報プログラム

・セミナー

学術情報システムを構築するだめの知識・技能の修得を目的と

しり図書館情報システムの管理と要員育成の能力の開発（図書

館システム課程〉と、 2）データベースの形成・運用能力の開発

（データベース課程〉の2課程で構成する各15週間のコースで

ある。昭利例年度は、 12名のセミナー研修員を受け入れている。

本セミナーは、昭和47年6月から実施してきた図書館情報学セ

ミナ一、それに続く昭和58年10月からの文献情報センター・セ

ミナーを引き継いだもので、開設以来の修了者総数は107名で

その多くが現在、大学図書館界のリーダーとして活躍中である。

・目録システム講習会

目録所在情報サービスの開始に伴い、これを円滑に利用・運

用するだめに実施するもので、内容は、

1）目録システムの基本的な考え方

2）目録システム・データベースの構造

3）目録システムにおける模索の操作法

4）目録システムにおける目録登録の操作法

5）実習等である。

受講対象者は、原則として本センターと接続している図書館ま

だは接続手続き中の図書館等の業務担当者としているo

・総合目録データベース実務研修

目録所在情報データベースへのデータ入力（目録業務〉のだめ

の各接続図書館における中核的、指導的人材を養成する定めの

刊行物

利用の手引

昭和60年9月に「東京大学文献情報センター目録所在情報サー

ビス利用の手ヨIJを刊行しだ。これは目録所在情報サービスの

本格化に対応し、センターへの利用申請手続きを案内するもの

で、内容は次のとおりである。

1.センターの概要

2.センターのサービスとシステム

3.ネットワーク接続のだめに

4.利用の定めの手続き

5.各種の利用支援

なお、学術情報センターの発足に伴う記載内容の改訂、増補を

現在進めている。

目録システム利用マニュアル

センターではオンライン目録システム利用のだめのマ二ユ戸

ルを作成し疋。

1データベース編

目録システムの利用上知っておくべきデータベースの構造

と各データ項目についての解説

2.模索編

総合目録データベースの検索利用のためのシステム操作法

の解説

3.登録編

準備中

19 

ものである。昭和例年度は、 8週間コースを2回実施予定で、

24名の研修員を受け入れている。研修内容は、

？〉目録所在情報システム利用のだめに必要な知識を授ける

「講義」

2）目録システム講習方法の設計、演習及び研修員所属図書館

に固育の問題を横討する「演習」

3）目録システムのデータ作成に関する講習、実習を行う「目

録実習」等である。

・タスクフォース（特別研修員）

本センターの開発業務に従事しつつ、研修を行うものである。

昭和61年度は、図書館及び大型計算機センターから数名ずつガ

タスクフォースとなっている。具体的担当業務は、図書館系は

目録システムやデータベースの構築、運用、狐張等であり、大

型計算機センター系は学術情報ネットワーク穀設に伴う大型計

算機センターとの共同開発のだめの知識、技術の修得を目指す

ものである。

・情報横索サービス講習会

大学等の研究者等ユーザーを対象に、情報模索の方法等に関

する知識・技術習得のだめの講習会を計画している。

・広報活動

学術情報センターでは、学術情報等に関するシンポジウムの

開催など広報活動も実施する。

モノグラフ

・学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編 1980年

・学術雑誌総合目録人文・社会料学欧文編誌名変遷マップ

1981年
・学術雑誌総合目録欧文編 1982年

・学術雑誌総合目録和文編予備版 1983年

・学術雑誌総合目録和文編 1985年
・学術雑誌総合目録欧文編予備版〈本編 I～II)1985年

・学術雑誌総合目録欧文編予備版（別編） 1985年

・学術雑誌総合目録欧文編予備版誌名変遷マップ 1985年

逐次刊行物

・学術情報センタ－ニュース No1 (1986.6) 

・学術情報センター要覧（1986)

・学術情報センター紀要？号刊行予定

（その他の刊行物〉

－情報図書館学研究センタFー・ニュース

・東京大学文献情報センター・ニュース

・東京大学情報図書館学研究センター紀要

．東京大学情報図書館学セミナー研究集録

．東京大学文献情報センター要覧

－東京大学文献情報センター紀要



イ6評議員？運営協議員；職員等 l 

回運営協議員〈任期：昭和61年6月7日～昭和63年5月31日〉

共同研究計画に関する事項その他のセンターの運営に関する重要事項で、

所長ガ必要と認めるものについて所長の諮問に応じる。

育馬朗人 東京大学理学部長

安達 勤 筑波大学学術情報処理センター長

飯 高 洋 一 東京大学大型計算機センター長

大 野 公 男 北海道大学附属図書館長

岡田茂弘 国立歴史民俗樽物館考古研究部長

開原成允 東京大学医学部教授〈附属病院中央

医療情報部長〉

国立民族学博物館第2研究部長

東京大学法学部長

慶慮義塾大学文学部教授

筒玉大学政策料学研究科教授

京都大学附属図書館長

慶慮義塾大学研究・教育情報センタ

一所長

名古屋大学大型計算センタ一長

東京大学附層図書館長

東京大学理学部教授

図書館情報大学教授

（以上五十音順〉

学術情報センター研究開発部長

学術情報センター学術情報研究系

研究主幹

学術情報センタ一教授

学術情報センター教授

明

宏

成

晃

雄

融

夫

郎

勇

雄

高

良

龍

晃

弘

尚

毅

佐々木

聾野

津田

手塚

西田

速水

村

崎

田

本

福

山

山

山

筑波大学長

大阪大学社会経済研究所教授

東京電機大学工学部教授

科学技術会議・議員

日本学術振興会・理事長

国文学研究資料館長

日本私学振興財団・理事長

東京都立大学長

慶慮義塾大学・常任理事

東京工業大学長

岡崎国立共同研究機構長

国際電信電話株式会社・常務取締役

早稲田大学長

国立極地研究所長

国立遺伝学研究所長

熊本大学長

東京大学長

日本電信電話株式会社・常務取締役

〈五十音順〉

・ 評議員〈任期：昭和61年6月？日～昭和63年5月31日〉

センターの事業計画その他の管理運営に関する重要事項について所長に

助言する。

阿南

稲田

岡村

岡本

木田

小山

清水

下山

関本

田中

長倉

中込

西原

松田

松家

松山
;,ts;_ 

~木

山

吾

雄

宏

志

司

二

秀

三

郎

男

夫

郎

英

亘

生

功

献

総

道

弘

瑛

昌

郁

三

雪

春

達

公

開口

信

如

光

亮

彰

淳

三

喬

郎

達
正

宏

惇

正

衛

叡

JII 

上

岸

藤

津

達

山

田

野

爪

市

井

根

内

宮

安

大

漬

浅

橋

信

如

喬

光

．研究開発部

研究開発部長

学術情報研究系

研究主幹〈教授〉

教授

助教授

助教授

助教授

助手

システム研究系

教授

助教授

助教授

惇

正

JII 

上

田

岸

市

井

漬

根
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博

紘

郎

行

夫

人

雄

昭

郎

樹

博

豊

史

人

公

史

弘

道

正

隆

正

二

茂

啓

正

清

瀬

藤

;,ts;_ 

不本

・センター・スタッフ

所長

＠管理部

管理部長

総務課長

システム・データベース課長

総務課

総務係長 渡辺

会計係長 飯塚

共同利用係長 佐藤

研修・資料係長 渡濯

システム・データベース課

システム管理係長清水

システム業務係長中村

ネットワーク係長渡辺

企画係長 石井

データベース形成係長 紋 村

目録情報係長 郷端

猪

伊

梶

雨



I 11学術情報センター内配置図 （ 
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案内図 GUIDEMAP 

春日通り KASUGA-DORI AVENUE至泡袋

東京大学附属小石川値物掴
KOISHIKAWA BOTANICAL 
GARDEN. UNIV. TOKYO 

学術情報センター
NATIONAL CENTER FOR 
SCIENCE 
INFORMATION 
SYSTEM 

窪町東公園
KUBO-MACHI HIGASHI PARK 

至池袋 FOR 
FOR IKEBUKURO IKEBUKURO 

き荷谷駅
MYOGADANI STATION 

（営団飽下鋲・丸ノ内線）
SUBWAY MARUNOUCHI-LINE 

学 術情報センタ－

NATIONAL CENTER 

FOR SCIENCE INFORMATION SYSTEM 

干112東京都文京区大塚3-29-1 TEL 03-942-2351 C代表〉

FA×03-942-2919 

TELEX 27634 NACSIS 

3-29-1 OTSUKA BUNKYO-KU TOKYO 11 2 JAPAN 
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